
東郷池周辺地域のスクミリンゴガイ(ジャンボタニシ）による食
害被害の防止 活動期間：令和2年度～令和５年度

鳥取県

概要

普及指導員の活動

具体的な成果

１ 湯梨浜町ジャンボタニシ防除対策マニュアルの作成
■耕種的防除体系（ほ場均平・浅水管理と秋耕耘、水口ネットの設
置）と低環境負荷農薬（鉄剤）の防除効果の実証を行い、湯梨浜町
の被害状況や防除方針に合致した防除対策マニュアルが完成。

２ 防除対策実施によるジャンボタニシの発生量と被害の減少
■耕種的防除の実施で、令和3年以降の発生量は令和2年より激減
■令和５年は前年の令和4年より発生量は多かったが、マニュアルに
沿った対策が徹底された結果、多くのほ場の食害は軽微であった。

○ スクミリンゴガイ（以下、ジャンボタニシ）は田植え後の水稲の苗を食害する南米原産の
淡水巻貝の一種であるが、湯梨浜町では養殖用として導入されたジャンボタニシが野
生化して、平成初期から水田での生息が確認されており、平成２７年頃から食害被害が
顕在化、平成３０年～令和２年の暖冬で被害面積が急増した。

○ 湯梨浜町では令和２年夏に「湯梨浜町ジャンボタニシ対策連絡会を立ち上げ、東郷池
の環境保全及びシジミの資源保護の観点から、化学農薬の使用を出来るだけ減らした
「耕種的防除を主にした農薬に頼らない栽培管理体系」の実証・普及を図った。

○ 湯梨浜町の被害状況や防除方針に適した防除対策マニュアルを作成し、 耕種的防除
体系の実施に加え、冬季が低温で推移したこともあり、令和３年以降の発生量は激減し、
令和５年はマニュアルに沿った対策を徹底した結果、軽微な食害にとどまった。

普及指導員だからできたこと

• ジャンボタニシの生態をよく知る普及員だから、技術実証方法やマニュアル作成に適切な助言・支援ができた。
• 対策を実施するに当たって、町とＪＡとの橋渡し役となって、対策協議会が円滑に運営できるように働きかけること
ができた

令和3年度  耕種的防除体系の効果実証として、実証試験の計画作成、対策の実施と実施状況
の確認・調査及び実証農家からの意見の取りまとめを実施

 田植後の浅水管理→食害防止、用排水口の網設置→水田への侵入防止、秋耕うん
→越冬量の削減、圃場均平→浅水管理の精度向上に対して、効果が実証された。

 耕種的防除では対応困難なほ場での被害防止対策として、低環境負荷農薬(鉄剤）
の試験を行い、効果を確認した。

 低環境負荷農薬(鉄剤）の使用について、湯梨浜町と漁協との協議の材料をとして
調査結果を提供した。その結果、被害の厳しいほ場に限定して使用が認められた。

令和4年度  湯梨浜町のジャンボタニシの発生分布地図を作成
 これまでの結果を基に湯梨浜町ジャンボタニシ防除対策マニュアルを作成

令和5年度  マニュアルの防除対策の周知の徹底
 町内全戸配布、ＪＡの指導会での説明、被害の多い地区での研修会の実施。

防除対策マニュアル

年 発生面積
３割以上減収
した圃場面積

食害を受けた圃場の
平均食害面積率

R2年 165ha 3 ha 10～80％
R3年 165ha 0 ha 0.5％未満
R4年 165ha 0 ha 0.5％未満
R5年 165ha 0 ha 1％未満

表 湯梨浜町ジャンボタニシ発生状況及び被害状況の年次推移
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鳥取県 
東郷池周辺地域のスクミリンゴガイ 

(ジャンボタニシ）による食害被害の防止           
 
活動期間：令和３年度～令和５年度 
 
１．取組の背景 

スクミリンゴガイ（以下、ジャンボタニシ）は田植え後の水稲の苗を食害す

る南米原産の淡水巻貝の一種である。 
湯梨浜町では養殖用として導入されたジャンボタニシが野生化し、平成初

期から水田での生息が確認されていたが、当時の水稲の食害はわずかであっ

た。 
しかし、平成２７年頃から食害被害が顕在化し、その後、平成３０年～令和

２年の暖冬で越冬量が増加し、発生量と被害面積が急増した。ジャンボタニシ

の生息量が町内でも特に多い地区では、単発の耕種的防除対策のみでは十分

に防除効果が発揮されないほ場も多く、令和２年には減収被害３割以上のほ

場も確認され、地域の水田農業推進上の大きな課題となった。 
そこで、湯梨浜町では令和２年夏に「湯梨浜町ジャンボタニシ対策連絡会

（以下、対策連絡会）」を立ち上げて、方針協議を行った。 
その結果、東郷池の環境保全及びシジミの資源保護の観点から、化学農薬の

使用を出来るだけ減らした「耕種的防除を主にした農薬に頼らない栽培管理

体系（以下、耕種的防除体系）」の実証・普及を図ることとなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
写真１ ジャンボタニシ       写真２ 本田での食害状況    
 

２．活動内容（詳細） 
（１） 耕種的防除体系の効果実証 

耕種的防除体系 

写真３ 卵塊 
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①移植後の浅水管理→食害防止 
②用排水口の網設置→水田への侵入防止、 
③秋耕うん→越冬量の削減 
④圃場均平→浅水管理の精度向上） 
これらの防除体系の効果実証に対して、計画作成、対策の実施と実施

状況の確認、発生量調査、実証者からの意見・感想の聞き取り、試験結果

の取りまとめ等に対する助言や技術支援を実施した。 
試験の実施により、移植直後の浅水管理の効果と均平化の重要性、秋

耕うんの効果が実証された。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
（２）低環境負荷農薬の水質への影響評価及び防除効果の確認 

耕種的防除のみでは対応困難なほ場の対策とし

て、低環境負荷農薬の使用が候補として挙げられ、湯

梨浜町が低環境負荷農薬（成分：リン酸第二鉄、以下、

鉄剤）の水質に対する評価試験について、県の機関（普

及所、衛生環境研究所、栽培漁業センター）が連携し

て支援を行った。 
普及所は実施計画の作成、試験ほ場の管理、分析用

の水サンプル採集に対する技術支援を主に担当し、そ

の他、農業試験場の協力を得て鉄剤の防除効果の

確認を行った。 
その結果、ジャンボタニシへの防除効果ととも

に、水質（用水、シジミ等）への悪影響もないこと

が認められた。 
この結果をもとに町と漁協が協議し、耕種的防

除体系では被害が防止出来ないほ場に限定して鉄

剤の使用が了承された。 
 

（３） 湯梨浜町版ジャンボタニシ防除対策マニュアルの作成への着手 
上記の結果を踏まえ、令和４年１２月に湯梨浜町を作成者とした防除対策

マニュアルを作成し、普及所は技術面での助言及び作成協力を行った。 
マニュアルは町議会及び農業再生協議会で原案どおりの内容で了承され、

町が令和５年に町報４月号の折込みによって全戸に配布した。 
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（４） 防除対策の周知 

ＪＡ水稲栽培指導会、座談会、 研修会等において、ＪＡと協力して作成

した説明資料や防除対策マニュアルを活用して、生産者の理解向上と防除の

実施を促した。 
また、農地・水環境保全会の活動でジャンボタニシの卵落とし（耕種的防

除の一環）が行われた集落もあり、研修会で（捕獲器作成、効果的な卵落と

しの方法、秋耕うん作業のポイント等）を行った。 
さらに、発生量が少ない地区や未発生地区での周知・啓発を目的として、

看板の設置を町に提案し、他の市町の設置事例や看板デザインを紹介した。 
 
（５）ジャンボタニシの発生状況と防除実施状況の把握 

町内の新たな発生ほ場（地域）を、町、JＡ及び普及所がそれぞれ巡回や聞

き取りによって情報収集し、全域の発生状況については、毎年８月下旬に町、

JＡ及び普及所が合同で確認した。 
 

３．具体的な成果（詳細） 
（１）耕種的防除体系及び低環境負荷農薬（鉄剤）の防除効果の実証によって、

湯梨浜町の被害状況や防除方針に適したジャンボタニシ防除対策マニュア

ルが作成された。 
（２）耕種的防除体系の実施に加え、冬季の気温条件にも恵まれ、令和３年以降

の発生量は令和２年より激減した。令和５年は前年より発生量が多かった

が、マニュアルに沿った対策が実施された結果、大部分の圃場では軽微な食

害にとどまった。 

湯梨浜町版ジャンボタニシ防除対策マニュアル 
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表 ジャンボタニシの発生状況及び被害状況の年次推移（湯梨浜町） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）ジャンボタニシの発生状況と防除実施状況の把握をするために、湯梨浜町

を中心に普及所・ＪＡが協力して、8 月中下旬に町内のジャンボタニシの分

布状況を調査する体制ができ、発生分布図の作成ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

湯梨浜町のジャンボタニシ発生分布地図(令和 4 年版) 
 
４．農家等からの評価・コメント 
  実証結果とマニュアルの技術を実践した集落営農の関係者からは、「浅水管

理は効果があるが、ほ場の均平が重要だなあ。」という感想が聞かれ、ジャン

ボタニシ防除対策マニュアルが、防除技術の参考として役に立って活用もさ

れているという評価をいただいている。 
 

年 発生面積 
３割以上減収 
した圃場面積 

食害を受けた圃場の 
平均食害面積率 

R2年 165ha 3 ha 10～80％ 

R3年 165ha 0 ha 0.5％未満 

R4年 165ha 0 ha 0.5％未満 

R5年 165ha 0 ha １％未満 
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５．普及指導員のコメント 

 ジャンボタニシを完全に駆逐することは不可能ではあるが 被害防止マ

ニュアルを周知徹底することで被害を最小限に抑えていきたい。 

 また、ジャンボタニシによる被害対策がきっかけであったが、役場、農協、

試験場との橋渡し役として活動でき、今後の発生分布調査の基本的な流れが

できたことは、大きな成果だと考えている。 
 
６．現状・今後の展開等 

 ・この数年は、ジャンボタニシによる食害もほとんど見られなくなっている。 

 ・今後もジャンボタニシ防除対策をさらに普及するため、町、ＪＡ、普及所に

よる防除対策マニュアルの周知、防除対策実施の呼びかけを続ける。 

・また、発生が少ない地区や未発生地区での啓発活動の継続を行う。 

・鉄剤の継続使用によるシジミと水質への影響の確認（３年程度使用後、影響

調査の実施の有無を検討）。 

・水田域以外の発生場所（川、遊休農地）における防除対策の検討。 

 ・なお、ジャンボタニシの食害が減ったのは冬期の気温が低かった年が続いて

越冬数が減ったことも大きな要因であり、今後暖冬が続いた場合に、現在の

マニュアルがどこまで効果があるかは検証が必要。 


